
 阿戸議員の「伊達赤十字病院について」のうち、「伊達赤十字病

院への財政支援の方向性について」のご質問からお答えいたします。 

公的病院である伊達赤十字病院に対しては、医療確保支援事業 

補助金による支援継続が必要であると認識しております。 

また、新たな機器の導入や更新費用に対する支援につきまして

も、必要性を検討したうえで実施していく必要があると考えており

ます。 

 

次に、「伊達赤十字病院に期待する役割について」であります

が、二次救急、いわゆる救急車による救急搬送の受入体制の充実が、

市民の安心感を得るうえで、最も重要な役割のひとつであると考え

ております。 

 

次に、「医師不足に対する本市の支援について」でありますが、 

具体的な支援として実施しているものはありませんが、医師が勤務

先を決める際に、やりがいを感じられる病院であるか、ということ

を重要な選択肢の一つとする場合も多いと伺っております。 

そのため、医師から選ばれる病院づくりへの支援として、 

市が取り組めることを検討することが必要であると考えております。 

 

次に、「大滝区における移住定住対策について」でありますが、 

大滝区における 求人や 空き家の情報につきましては、各事業所等

からの情報を 総合支所において集約し、移住希望者等に 情報提供

する 仕組みづくりについて検討して参ります。 

また、移住希望者等の受入れにつきましても、 



伊達観光物産公社の移住定住相談窓口と連携して進めて参ります。 

 

次に、「北海道伊達開来高等学校への補助金について」 

お答えいたします。 

 令和３年度の北海道伊達開来高等学校開校に伴い、グローカル人

材の育成、学力向上、部活動の活性化、地域と連携した活動の実施

を目的として、同校 教育振興会へ補助金を支出しているところで

あります。 

今後につきましては、支援を継続していく考えでありますが、

一定の期間を迎えた時点で教育効果を検証し、支援内容等の見直し

を検討して参りたいと考えております。 

 


